
●「美優ちゃんを支援するチャリティーコンサートinちゃたん」

２月２５日（金）、ちゃたんニライセンターにおいて「美優ちゃんを支援するチャリティーコンサートin

ちゃたん」が行われ十数の出演者・団体が参加しました。このコンサートの収益金は経費を差し引いて全て

「要美優ちゃんを救う会」に寄附されました。
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広報　ちゃたん　　　２

ご
存
知
で
す
か
？

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「

学
生
納
付

特
例
制
度」

が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（

大
学
院）

、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（

修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程）

、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
の
場
合
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「

若

年
者
納
付
猶
予
制
度」

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る「

追
納
制
度」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（

３
年
度
目
以
降
を
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。）

詳
し
く
は
住
民
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
書
類

・
印
鑑（

本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要）

・
学
生
証（

コ
ピ
ー
可）

ま
た
は
在
学
証
明
書

…

学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
場
合

※
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
受
給
資
格
者
証
等
　

の
離
職
が
分
か
る
書
類
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
当
時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ

て
生
計
を

維
持
し
て
い
る
お
子
様
が
い
る
場
合
で
、
障
害

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
加

算
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月

施
行
の「

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律」

に
よ
り
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が

発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な

っ

た
お
子
様
が
い
る
場
合
に
も
届
出
に
よ
っ

て

加
算
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
平
成
23
年
３
月
ま
で
は

受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計
を
維
持
す
る
お

子
様
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
受
給
権
発
生

時（

※）

か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
受
給
権
発
生
時
に
お
け
る
生
計
維
持
関
係
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
加
算
の
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
す
！

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
お
い
て
、

受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る
お
子
様
を

有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
施
行
時（

※）

か

ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
31
日
に
お
け
る
生
計
維
持
関
係

を
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
お
い
て
、
受
給

権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る
お
子
様
を
有
す

る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
事
実
が
発
生

し
た
時
点（

※）

か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
出
生
等
の
事
実
が
発
生
し
た
日
に
お
け
る
生

計
維
持
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
の
見

直
し
と
児
童
扶
養
手
当
と
の
関
係
に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

運
用
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
様
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
４
月
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加

算
額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
は
、
年
金
受

給
権
者
と
お
子
様
の
間
に
生
計
維
持
関
係
が

な
い
も
の
と
し
て
取
扱
い
、
子
加
算
の
対
象

と
し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の

間
で
受
給
変
更
が
で
き
る
場
合
と
は…

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

で
定
め
る
障
害（

国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年

金
保
険
法
１
級
相
当）

の
状
態
に
あ
る
こ
と

で
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当

と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の

間
で
受
給
変
更
が
で
き
な
い
場
合
と
は…

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童
扶

養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

平
成
23
年
４
月
か
ら「

障
害
年
金
加
算
改
善
法」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

◇
障
害
年
金
加
算
改
善
法
・
学
生
納
付
特
例
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て
　
　

・
住
民
課
　
国
民
年
金
係
　
℡：

９
３
６-
１
２
３
４（

内
線
２
４
１
･
２
４
２）

・
コ
ザ
年
金
事
務
所
　
　
　
℡：

９
３
３-
３
４
３
９

◇
児
童
扶
養
手
当
額
や
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
　
　
　
　

・
子
ど
も
家
庭
課
　
児
童
福
祉
係
　
℡：

９
３
６-
１
２
３
４（

内
線
２
５
３）

問合せ

国民年金係関係



３　　　広報　ちゃたん

連
絡
先
　
　
　
北
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

北
谷
町
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係）

℡
　
９
３
６-

１
２
３
４（

内
２
３
７
・
２
３
９）

４
月
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
や
福
祉
に
関
す
る
記
事
を
１
年
間
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、【

北
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー】

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

北
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
総
合
相
談
機
関
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
い
っ

た
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
連
携
し
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
・

介
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
総
合
的
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
４
つ
の
柱
で
み
な
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

１．

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す

～
総
合
相
談
・
支
援
～

「

最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ

て
き
て
心

配」
「

近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

困
っ

て
い
る
よ
う
だ」

「

介
護
サ
ー
ビ
ス
に

不
満
が
あ
る」

と
い
っ

た
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
上
の
心
配
ご
と
や
体
調
の
相
談
な
ど
、

生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

３．

暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
　

～
包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
～

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
と
連
携
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
身
の
状
態
に
あ
わ

せ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
へ
支
援
や
助
言
を

行
っ

て
い
ま
す
。

２
高
齢
者
の
権
利
と
尊
厳
を
守
り
ま
す

～
権
利
擁
護
～

認
知
症
な
ど
で
適
切
な
判
断
が
難
し
く
な

り
、
財
産
の
管
理
や
日
常
生
活
の
契
約
な
ど

に
不
安
が
あ
る
方
へ
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
の
た
め
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
24
時
間
対
応
の
虐
待
の
緊
急
相
談
窓

口
を
設
け
、
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
把

握
、
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４．

心
身
の
状
態
に
あ
わ
せ
た

介
護
予
防
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
　

～
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

要
支
援
１
・
２
と
認
定
を
受
け
た
方
や
介

護
や
支
援
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

に
対
し
、
で
き
る
だ
け
体
の
機
能
を
維
持
・

改
善
で
き
る
よ
う
高
齢
者
の
希
望
や
状
態
に

合
わ
せ
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
利

用
支
援
を
行
い
ま
す
。

包
括
支
援

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
こ
ん
に
ち
は

か
ら
こ
ん
に
ち
は

●
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（

Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ）

と
は
？

内
閣
官
房
よ
り
提
供
さ
れ
る
国
民
保
護
関
係
情
報
と
、
気
象
庁
よ
り
提
供

さ
れ
る
津
波
予
報
、
緊
急
地
震
速
報
等
の
気
象
関
係
情
報
を
、
通
信
衛
星
及

び
地
上
回
線
を
通
じ
て
受
信
し
、
町
の
防
災
行
政
無
線（

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー）

を
自
動
起
動
し
て
、
町
民
に
サ
イ
レ
ン
と
音
声
に
よ
り
瞬
時
に
防
災
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

町
内
に
は
緊
急
情
報
を
放
送
す
る「

防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー」

が
、
平
成
22
年
度
増
設
分（

２
箇
所）

を
含
め
、
計
19
箇
所
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

【

設
置
箇
所】

(

１)

～(

８)

公
民
館
敷
地（

上
勢
、
桃
原
、
栄
口
、
宇
地
原
、
北
前
、
宮
城
、

砂
辺
、
美
浜）

(

９)

桑
江
公
園
内(

10)

謝
苅
１
号
線
　(

11)

玉
上
宇
地
原
線

(

12)

～(

13)

安
良
波
公
園
　(

14)

港
海
岸
沿
い
　(

15)

宮
城
海
岸
沿
い
広
場

(

16)

北
谷
運
動
公
園
内
　(

17)

玉
上
集
会
所
　(

18)

宮
城
北
公
園

(

19)

美
浜
公
共
駐
車
場
付
近
　
　

※(

18)
(

19)

は
、
平
成
22
年
度
増
設
分
で
す
。

●
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ

プ
の
主
な
内
容

（

１）

地
上
回
線
接
続（

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ）

衛
星
回
線
経
由
で
の
デ
ー
タ
配
信
機
能
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
と
し
て
、

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
経
由
で
受
信
機
ま
で
デ
ー
タ
配
信
を
実
施
し
ま
す
。

（

２）

状
況
に
応
じ
た
内
容
の
音
声
放
送
が
可
能

送
信
側（

消
防
庁
等）

に
お
い
て
、
放
送
さ
れ
る
音
声
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
具
体
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

●
防
災
行
政
無
線
よ
り
放
送
さ
れ
る
情
報

（

１）

緊
急
地
震
速
報（

震
度
４
以
上）

（

２）

津
波
予
報（

大
津
波
警
報
・
津
波
警
報
・
津
波
注
意
報）

（
３）

国
民
保
護
関
係
情
報

・
武
力
攻
撃
事
態（

ゲ
リ
ラ）

・
武
力
攻
撃
事
態（

航
空）

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
　
・
緊
急
対
処
事
態（

大
規
模
テ
ロ）

お
問
い
合
わ
せ
先：

北
谷
町
役
場
　
総
務
課
　

℡
０
９
８-
９
３
６-

１
２
３
４
　
内
線
１
２
９

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（

Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ）

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

福祉課関係 防災関係
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ハンデハンデがあってもがあっても夢夢はかなうはかなう

２月２４日

（木）は、北谷

第二小学校６

年生を対象に

給食バイキン

グが行われま

した。この給

食バイキング

は、豊食の時

代なので子ども達自身に食べ物を選んでもらい、自

分の食を管理する力を養って欲しい・バイキングを

通してマナーや協調性を身につけて欲しいという目

的でおこなわれました。

この取り組みは、北谷第二小学校ＰＴＡ会長呼び

かけのもと、給食センター・及びＰＴＡが快く協力

し実現したものです。バイキングになると、子ども

達はとても大喜びで楽しそうに給食を選んでいまし

た。北谷第二小学校では、ほぼ毎日給食の食べ残し

が無く、そのご褒美もかねているそうです。

宮城区では海岸線に位置する地域として、万が一大

きな地震や津波がおきた時、被害を最小限にとどめる

目的で行政・消防等の協力を受け自主防災訓練を実施

しました。この訓練は昨年の2月28日におきた地震・

津波を教訓にしたものです。

午前10時頃ニライ消防のサイレンを合図に避難訓練

は始まり、沖縄警察署は避難者の安全誘導。ニライ消

防はサイレン通報後、公民館へ避難した住民に搬出し

たけが人の手当ての仕方やＡＥＤの使い方を指導。沖

縄気象台には地震や津波のおきる状況等をパワーポイ

ントで講義していただきました。区民も真剣にとりく

んでおり、これからの防災等に対する意識はかなり高

まったと思います。

給食給食バイキングバイキング

宮城区自治会長　砂川 憲平

去った２月５日

（土）「2011北谷

ニライまつり」の

オープニングセレ

モニーを栄口区こ

ども会によるエイ

サーで務めさせていただきました。

この日に向け、練習を積み本番当日は見事な演舞に

セレモニーに北谷町長を初めご出席の皆様も子供たち

の勇壮且つ華やかな演舞に大拍手をいただきました。

栄口区の子供たちを誇りに思いました。

栄口区青年会より現役地謡の協力もあり、大成功に

終わりました。

音響ももちろん自前です♪子供たちも憧れの青年会に

ぃにぃ達に着付けもしてもらい、より一層頑張っちゃっ

たね♪

栄口区栄口区こどもこども会会オープニングオープニング飾飾る！る！

栄口区広報通信員　杉山 弘美

宇地原区宇地原区グラウンドゴルフグラウンドゴルフ大会大会
２月13日(日)、  

宇地原区自治会主

催区民交流グラウ

ンドゴルフ大会が

行われました。当

日は、穏やかな天

気の下、約６０名の方が参加されました。１ゲーム目

で順位が決まります。上位入賞やホールインワン賞、

飛び賞、ブービー賞、最下位のがんばりま賞まで、た

くさんの景品に名前が読み上げられるたびに歓声が起

こり、笑顔の絶えない一時を過ごしました。

また、昼食には、沖縄そばとおにぎりが振舞われま

した。沖縄そばは、前日から区政委員の女性方が、お

にぎりは当日朝、各班長さん、ご婦人方、ボランティ

アの方々の協力がありました。ご参加ご協力くださっ

た皆様、ありがとうございました。宇地原区広報通信員
長嶺　直美

３月３日（木）、北玉小学校において、沖縄ろう学校の

新垣聖子先生の特別授業が行われました。この特別授業は難

聴の生徒に勇気・希望を持ってもらう事と健聴者の生徒に理

解を持ってもらうために行われたものです。聖子先生は聴覚

が不自由な自身の体験を通して、ハンデをのりこえる事や自

分の夢を追いかける事の大切さについて話してくれました。

第1回宮城区自主防災訓練第1回宮城区自主防災訓練

▲

子
ど
も
エ
イ
サ
ー
に
よ
る

力
強
い
演
舞

平
成
23
年
２
月
27
日
に
行
わ

れ
た
訓
練
の
様
子

▲

地
域
み
ん
な
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲
▲

６
年
生
み
ん
な
で
、
体
育
館
で

給
食
バ
イ
キ
ン
グ

▲

聖
子
先
生
は
と
て
も
明
る
く
、

楽
し
い
先
生
で
し
た
。
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ファミリーボランティアファミリーボランティア電話電話おお願願いい手帳手帳
２月２４日　北谷町役場において、ＮＴＴ電話お願

い手帳贈呈式が行われました。（当日は、ふれあい速

達便の贈呈も行われました。）

電話お願い手帳は耳や言葉の不自由なかたが「お願

いします」を伝えるためのコミュニケーションツール

として、とても重宝されています。贈呈は今回で２９

回目になり、贈呈された手帳は、北谷町役場（福祉課

窓口）や社会福祉協議会等で配布されています。

ＮＴＴでは今後も、役場や社会福祉協議会から住民

の声を取り入れて、使用者がもっと使いやすくなるよ

う、電話お願い手帳の改良に取り組んでいくそうです。

2月5・6日にあった

ニライまつりにニライ

センターを彩っていた

お花を（ニライの里の

皆さんの育てた）まつ

り後に頂きました。

その花をクリーン指

導員の玉那覇さんが馬場公園に植えたいということで

11日の祝日に玉那覇さんのお孫さん5人と馬場公園の

入口に花を植えてもらいました。

子ども達もおじいちゃんに指導

してもらい一生懸命作業をしてい

ました。家族で誰にも指示されず

に出来る奉仕活動（ボランティア）

私は頭が下がりました。

２月１５日（火）、北谷

小学校において興南高校

理事長 兼 野球部監督で

ある、我喜屋優　氏の講

演会が行われました。我

喜屋氏は「興南高校が勝てるようになったのは、あい

さつ・掃除・お話等の事がきちんとできるようになっ

たから。そしたら、野球も自然と強くなりました。だ

から、みんなもあいさつや掃除はきちんとできるよう

になろうね。そして、興南高校では、何があっても友

達の悪口を言わない。代わりに友達を助けたり、あい

さつを良くしたりするんだ。」と話していました。

砂辺区広報通信員　新垣 鈴子

３月２日（水）、北谷中

学校において地域ボランテ

ィア「ひだまり」によるブ

ラックシアター「花さきや

ま」が披露されました。

地域ボランティアの方々

は普段から月に１・２回のペースで北谷中学校の各学

年に読み聞かせをしており、その年度末総まとめとし

て、今回のブラックシアターが行われました。ブラッ

クシアターはボランティアの方々の手作りで、暗室で

行われるので肌の色にまで気を配り、黒子に姿を変え

るまでの注意がされていました。

２月22日、北谷町

保健相談センターに

おいて、「せんだんの

会」から町内の４保

育所（当日は代表し

て謝苅保育所）に手

作り絵本の贈呈が行われました。この贈呈は昭和58年

から行われているそうです。

贈呈を受け、謝苅保育所長から「手作り絵本は、子

ども達にふれさせる機会がなかなかありません。子ど

も達もみんなとても喜んでいます。ありがとうござい

ます。」と感謝を述べていました。

浜川小学校　兼島 栄教諭

去る平成23年１月31日（月）東京都日比谷公会堂で、

平成22年度文部科学大臣優秀教員表彰式が行われ、全

国から897人の国・公・私立学校の教諭が受賞しまし

た。これは、学習指導や特別支援教育、部活動などの

各分野で優れた成果を挙げた教諭に贈られるもので

す。沖縄県からは、13

人の教諭が受賞し、本

町からは、浜川小学校

教諭で、教科コーディ

ネーターの兼島 栄教諭

が受賞しました。

平成２２年度平成２２年度
文部科学大臣優秀教員表彰受賞文部科学大臣優秀教員表彰受賞

我喜屋監督講演会我喜屋監督講演会

読読みみ聞聞かせ「かせ「ブラックシアター」ブラックシアター」手作手作りり絵本贈呈絵本贈呈

▲「

花
咲
き
や
ま」

で
人
に
優
し

く
す
る
事
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
達
の
力
で
、
町
を
華
や
か
に

す
る
玉
那
覇
さ
ん
と
そ
の
お
孫
さ
ん

▲

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
沖
縄
支
店
か
ら
の

贈
呈
式
の
一
場
面

▲
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日時場所

平成23年5月10日(火)　

午前8時30分～11時30分まで

北谷町役場1階　レセプションホール

持ち物
受診申込書、健康保険証、

印鑑

対象

35歳以上の町民

※下記の①～④いずれかに該当する方は申込

できません。

①前年度、北谷町人間ドックを受診された方

②今年度、住民健診・特定健診・長寿健診を 

受診済みの方

③他の助成制度により、人間ドックまたは

脳ドックを受診できる方

④国民健康保険税未納者

指定医療機関

●中部地区医師会立

成人病検診センター

●翔南病院

●中部徳洲会病院

●ちばなクリニック

●東部クリニック(新規)

●沖縄リハビリテーション

センター病院(新規)

●中部協同病院(新規)助成額及び定員
国民健康保険加入者　　　420名　 20,000円

国保以外の保険加入者　　 80名　 15,000円

※今年度から脳ドックを選択できるようになりました。

※受付は定員に達ししだい終了いたします。受付日に定員に達しない場合は、保健衛生課　国民健康保険係

窓口にて受付いたします。

※詳細は、4月下旬頃に配布される受診申込書をご覧ください。

※申し込み時に、人間ドックと脳ドックのどちらか１つを選択してください。

※電話での申込は受付いたしませんのでご了承ください。

平成23年度北谷町人間平成23年度北谷町人間ドック・ドック・脳脳ドックドック受診者募集受診者募集のおのお知知らせらせ

実施月日 場所

１ ５月 9日 桃原公民館

２ ５月16日 上勢公民館

３ ５月26日 砂辺公民館

４ ５月30日 北前公民館

５ ６月５日 もれ健診①「町役場」

６ ６月10日 宮城公民館

７ ６月21日 ニライセンター①

８ ６月22日 ニライセンター②

９ ６月27日 栄口公民館

10 ６月29日
保健相談センター

「北玉・謝苅・宇地原」

11 ７月 3日 もれ健診②「保健相談センター」

12 ９月 4日 もれ健診③「保健相談センター」

13 11月20日 もれ健診④「保健相談センター」

●国保の保険証と各受診券を忘れず持ってきてください。

●自分の行政区以外でも受診できます。希望の場所・

日時で受けてください。

●台風の場合は中止します。

●公民館には十分な駐車場がありません。車でのご来場

はお控えください。

●車イスの方や補助の必要な方は、介助者と一緒に受診　

するか、前もって保健相談センターへご連絡ください。

●受付時間：午前8時～10時半 ●予約は必要ありません。

【集団健診（がん検診）の日程表】

①各健診の受診券が届く

（４月の下旬頃オレンジの封筒で個人

に届きます）

②自分で申し込み

（希望の病院や中部地区医師会検診センターなど）

③健診当日（予約をした日）

※健康保険証・お金・健診の受診券を持って、

受診する

④結果の送付

※約１ヶ月半後に結果が自宅に郵送されます。

※北谷町からのお願いです。かかりつけ医で健診され

ている方も、年齢毎の健診受診券を利用して健診をお

願いします。

【個別健診の受け方】

人間ドック・脳ドックについては　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　保健衛生課℡936-1234

集団健診・個別健診については　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター℡936-4336

特定健診等・特定健診等・がんがん検診検診のおのお知知らせらせ



平成２３年度

施政方針施政方針
３月２日(水)、平成23年第375回北谷町議会定例会の初日に、野国昌春町長

が平成23年度の施政方針演説を行いました。

演説において野国昌春町長は『沖縄県が昨年策定した２１世紀ビジョンで掲

げられた「時代を切り開き、世界と交流し、共に支えあう平和で豊かな「美ら

島」おきなわ」の基本理念を共有し、北谷町の特性を最大限に生かした豊かで

活力ある北谷町を創っていくために誠心誠意取り組んでまいります。』と述べ

ました。施政方針の全内容を、町民の皆様にお知らせいたします。

７　　　広報　ちゃたん
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１
　
は
じ
め
に

か
っ

た
施
策
に
つ
い
て
は
そ

の
課
題
等
を
総
点
検
し
、
第

五
次
総
合
計
画
に
繋
げ
て
い

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
は
、
昨
年

３
月
策
定
し
た
２
１
世
紀
ビ

ジ
ョ

ン
に
お
い
て「

わ
が
国

の
成
長
の
原
動
力
と
な
り
、

国
際
的
な
交
流
や
貢
献
を
通

し
て
発
展
し
て
い
く」

こ
と

で
新
た
な
沖
縄
を
創
造
す
る

と
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

２
１
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
で
掲
げ

ら
れ
た「

時
代
を
切
り
開
き
、

世
界
と
交
流
し
、
共
に
支
え

あ
う
平
和
で
豊
か
な『

美
ら

島』

お
き
な
わ」
の
基
本
理

念
を
共
有
し
、
北
谷
町
の
特

性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
豊

か
で
活
力
あ
る
北
谷
町
を
創

っ

て
い
く
た
め
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現
状
認
識
と

町
政
運
営
の
基
本
方
針

２

し
え
び
と)

が
夢
見
た
海
の
か

な
た
の
理
想
郷
ニ
ラ
イ
カ
ナ

イ
を
求
め
て
生
活
を
営
ん
で

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う

か
。
私
は
こ
の
古
人
の
進
取

の
精
神
と
５
０
０
年
前
の
沖

縄
の
先
人
た
ち
が
抱
い
た

「

万
国
津
梁(

ば
ん
こ
く
し
ん

り
ょ

う)
」

の
心
意
気
に
学
び
、

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組

み
、
町
民
と
共
に
創
造
性
豊

か
な
活
力
あ
る
北
谷
町
を
つ

く
っ

て
い
き
ま
す
。

平
成
２
３
年
度
の
町
政
運

営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
こ

の
先
人
た
ち
の
精
神
を
忘
れ

ず
、
常
に
町
民
の
立
場
に
立

っ

て
、
平
和
行
政
、
産
業
振

興
、
健
康
増
進
、
福
祉
の
充

実
、
教
育
等
に
つ
い
て
以
下

の
基
本
的
考
え
方
に
立
っ

て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

私
は
、
平
和
で
あ
る
こ
と
が

全
て
の
政
策
の
原
点
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
過
去

の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
継
承
し
、
平
和
の

尊
さ
、
大
切
さ
を
忘
れ
る
こ

と
が
な
い
平
和
な
地
域
社
会

を
構
築
し
ま
す
。

基
地
問
題
の
解
決
促
進
に

つ
い
て
は
、
日
米
地
位
協
定

の
見
直
し
が
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

平
成
２
３
年
第
３
７
５
回

北
谷
町
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立

ち
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て

の
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
２
３
年
度
は
、

「

第
四

次
北
谷
町
総
合
計
画」

の
最

終
年
度
の
年
で
あ
り
ま
す
。

第
四
次
北
谷
町
総
合
計
画
は

将
来
像
を「

自
立
　
交
流

共
生
　
住
民
と
共
に
創
造
す

る『

ニ
ラ
イ
の
都
市』

」

と

定
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
各

施
策
が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。総

合

計

画

期

間

内

に

、

キ
ャ

ン
プ
桑
江
の
北
側
の
返

還
と
そ
の
跡
地
利
用
事
業
の

推
進
、
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ

ジ

の
完
成
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ

リ
ー

ナ
事
業
の
推
進
並
び
に
伊
礼

原
遺
跡
の
国
指
定
等
多
く
の

事
業
が
展
開
さ
れ
、
着
実
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

平
成
２
３
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
推
進
し
て
き
た
施
策
の

展
開
と
、
十
分
達
成
で
き
な

国
は
、
財
政
演
説
で
、

「

日

本
経
済
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ

ク
後
の
経
済
危
機
を
克
服

し
た
が
、
失
業
率
が
若
年
層

を
中
心
に
高
水
準
で
推
移
す

る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。」

と
し
、
ま
た
、

「

国
債
に

過
度
に
依
存
し
た
財
政
運
営

は
も
は
や
困
難
な
状
況
で
あ

る
。

」

と
の
認
識
を
示
し
、
経

済
成
長
、
財
政
健
全
化
、
社

会
保
障
改
革
の
強
力
な
推
進

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

（

２）

町
の
現
状
認
識
と

施
策
の
基
本
方
針

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
４
次
に
わ
た
る
振
興

計
画
が
推
進
さ
れ
、
軍
用
地

返
還
跡
地
利
用
事
業
の
推
進
、

社
会
資
本
の
整
備
、
産
業
基

盤
整
備
が
整
い
町
の
活
性
化
、

経
済
基
盤
の
確
立
が
図
ら
れ
、

税
収
も
伸
び
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
整
備

し
た
都
市
基
盤
を
よ
り
一
層

効
果
的
に
活
用
し
、
本
町
の

発
展
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

北
谷
で
は
、
約
６
８
０
０

年
前
の
遥(

は
る)

か
昔
か
ら
、

こ
の
地
に
お
い
て
人
々
が
生

活
を
し
た
痕
跡
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
先
人
た

ち
は
九
州
と
の
交
流
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
憲
章
に
あ
る
古
人(

い
に

（

１）

国
際
、
国
内
情
勢
の

現
状
認
識

さ
て
、
国
際
社
会
に
お
い

て
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

を
は
じ
め
と
す
る

貿
易
問
題
、
食
糧
問
題
、
資

源
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
尖
閣
諸
島
問

題
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の
緊
迫

化
、
北
方
領
土
問
題
等
多
く

の
外
交
課
題
も
浮
上
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
最
近
の

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
民
主
化

運
動
、
政
情
不
安
そ
れ
に
伴

う
原
油
高
騰
等
の
不
安
定
要

因
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
国

に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
に

伴
う
社
会
構
造
の
変
化
に
よ

る
課
題
、
特
に
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
福
祉
、
医
療
問

題
、
社
会
保
障
問
題
及
び
雇

用
問
題
へ
の
対
応
並
び
に
地

域
主
権
改
革
、
国
と
地
方
の

関
係
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

国
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
、

「

強
い
経
済」「

強
い
財
政」

「

強
い
社
会
保
障」

を
一
体
的

に
実
現
す
る
た
め
、「

新
成
長

戦
略」

を
着
実
に
実
行
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

▲美浜区及びフィッシャリーナ地区
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お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基

地
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
強
く
求
め
て

い
く
と
と
も
に
普
天
間
飛
行

場
の
県
外
移
設
は
県
民
の
総

意
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
基

地
か
ら
派
生
す
る
問
題
、
特

に
騒
音
問
題
に
関
し
ま
し
て

は
、
米
軍
用
機
の
早
朝
離
陸

問
題
に
関
し
、
粘
り
づ
よ
く

要
請
を
行
い
、
改
善
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
更

な
る
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
、

町
民
が
安
全
・
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

駐
留
軍
用
地
の
返
還
問
題

に
関
し
ま
し
て
は
、
返
還
予

定
地
域
が
、
本
町
の
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
重
要

な
位
置
に
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
沖
縄
県
が
掲
げ
る
跡

地
利
用
の
方
針
と
整
合
を
図

り
つ
つ
、
本
町
の
返
還
跡
地

利
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
跡
地
利
用
に
関

し
て
は
、
既
存
の
枠
組
み
を

超
え
た
駐
留
軍
用
地
跡
地
利

用
に
関
す
る
新
た
な
法
律
の

制
定
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
関
し
ま
し

て
は
、
既
存
の
産
業
基
盤
を

さ
ら
に
効
果
的
、
効
率
的
に

活
用
し
、
本
町
の
中
心
産
業

で
あ
る
観
光
関
連
産
業
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
本
町
の
運
動
公

園
、
海
浜
・
海
面
利
用
、
温

泉
等
を
活
用
し
、
新
た
な
観

光
資
源
の
開
発
を
行
う
と
と

も
に
、
積
極
的
に
北
谷
町
の

観
光
情
報
を
発
信
で
き
る
体

制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
推

進
中
の
フ
ィ
ッ

シ
ャ

リ
ー
ナ

事
業
の
進
捗
を
早
め
、
水
産

業
と
マ
リ
ン
産
業
が
融
合
し

た
拠
点
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

健
康
、
福
祉
の
充
実
に
つ

き
ま
し
て
は
、
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
健
康
で
楽
し
く

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
既
存
の
施
設
を
町
民
に

気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

工
夫
及
び
健
康
意
識
の
高
揚

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
ソ
フ

ト
面
を
工
夫
し
、
健
康
づ
く

り
体
制
の
構
築
を
図
っ

て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
を
守

る
た
め
、
疾
病
の
発
症
及
び

重
症
化
の
予
防
と
そ
の
ま
ん

延
防
止
に
効
果
が
あ
る
予
防

接
種
の
拡
充
を
図
っ

て
ま
い

り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

（

児）

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
も

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

優
れ
た
伝
統
芸
能
の
継
承
・

保
存
を
支
援
し
、
情
操
の
涵

養
や
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の

機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
掲
げ
た
、
諸
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

町
の
行
財
政
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
効
率
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
は
、
第
二
次
北
谷
町
財

政
健
全
化
中
期
計
画(

平
成
２

２
年
度
～
平
成
２
４
年
度)

に

基
づ
き
財
政
運
営
を
行
う
と

同
時
に
、
国
の
地
域
主
権
改

革
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制

の
強
化
及
び
職
員
の
能
力
を

高
め
、
町
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
２
３
年
度
の

部
門
別
主
要
施
策
に
つ
い
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
人
材
育
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
最
も
重
要

な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
界
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
今

日
、
国
際
的
視
点
に
立
っ

た

人
材
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
が
２
０
１
２
年

度
の
開
学
に
向
け
着
々
と
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
子
ど
も
た
ち
が
、

夢
と
希
望
に
燃
え
て
学
問
に

興
味
と
関
心
を
持
ち
勉
学
に

励
ん
で
い
け
る
教
育
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人
ひ

と

り

に「

確

か

な

学

力」

「

豊
か
な
心」「

健
や
か
な
体」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町

民
が
い
つ
で
も
自
由
に
学
習

機
会
を
選
択
し
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、
生
涯
学
習
社
会
に

向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
に

触
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る

文
化
財
の
保
存
・
活
用
等
に

よ
る
文
化
振
興
に
取
り
組
ん

当
事
者
及
び
そ
の
御
家
族
の

立
場
に
立
っ

て
、
施
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
待
機
児
童
解
消
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
地

域
社
会
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指

し
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
健
康
、
福
祉
、
子
育

て
支
援
の
施
策
を
通
し
、
共

に
支
え
あ
い
生
涯
を
通
し
て
、

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「

健
康
安
ら
ぎ
都
市」

の
実
現

を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

に
関
し
ま
し
て
は
、
安
全
の

確
保
は
地
域
、
住
民
、
事
業

者
と
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
今
後
も
地
域
と

連
携
し
た
防
犯
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災

害
等
の
発
生
に
備
え
た
防
災

訓
練
の
実
施
及
び
自
主
防
災

組
織
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

火
災
、
救
急
等
に
対
応
す
る

消
防
組
織
に
つ
い
て
は
、
現

在
協
議
さ
れ
て
い
る
消
防
広

域
化
の
協
議
状
況
を
見
極
め
、

町
民
目
線
に
立
っ

て
対
応
し

▲年末に行われた夜間街頭パトロール
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ま
す
。
ま
た
、
文
化
遺
産
や

史
跡
の
活
用
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
及
び
体
験
・
滞

在
型
観
光
と
し
て
の
観
光
メ

ニ
ュ

ー
の
創
出
に
取
り
組
み

ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
観
光
情
報

を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め

の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
計
画
に

着
手
す
る
と
同
時
に
、
観
光

に
関
わ
る
組
織
体
制
の
強
化

を
図
り
、
町
観
光
協
会
や
観

光
関
連
事
業
者
及
び
町
商
工

会
と
連
携
を
密
に
し
て
、
誘

客
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い

て
は
泡
盛
産
業
、
泡
盛
用
黒

麹
製
造
事
業
並
び
に
製
塩
事

業
等
既
存
の
地
場
産
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
町
産
品
の

情
報
発
信
や
商
品
開
発
に
向

け
た
調
査
・
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、「

情
報
通
信

産
業
振
興
地
域」

指
定
の
制

度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
ベ

ン
チ
ャ

ー
企
業
の
育
成
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
及
び

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
狭
い

農
地
を
有
効
的
に
活
用
し
た

収
益
性
の
高
い
作
物
等
へ
の

転
換
や
有
機
農
業
を
奨
励
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
菜
園
を

活
用
し
た
農
業
参
加
の
意
識

と
意
欲
の
高
揚
を
図
る
た
め

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合

の
経
営
安
定
化
に
向
け
た
自

主
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ

リ
ー
ナ
整

備
事
業
と
連
携
し
た
水
産
業

の
新
た
な
事
業
展
開
を
支
援

し
ま
す
。

フ
ィ
ッ

シ
ャ

リ
ー
ナ
地
区

で
は
、
本
年
度
整
備
を
予
定

し
て
い
る（

仮）

海
業
振
興

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
農
水

産
物
の
直
売
店
、
チ
ャ

レ
ン

ジ
店
舗
を
設
置
す
る
外
、
体

験
学
習
、
海
の
環
境
学
習
等

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
の
活
動
拠

点
を
形
成
し
、
地
元
起
業
家

の
支
援
及
び
農
水
産
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

雇
用
安
定
と
職
業
能
力
の

開
発
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

の
基
金
を
活
用
し
、
緊
急
雇

用
対
策
に
取
り
組
む
と
同
時

に
フ
ィ
ッ

シ
ャ

リ
ー
ナ
事
業

地
区
及
び
桑
江
伊
平
土
地
区

画
整
理
地
域
等
へ
の
企
業
誘

致
に
よ
り
、
雇
用
・
就
業
の

場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
沖
縄
県
や
商
工
会
の
人

材
育
成
及
び
就
業
支
援
と
の

連
携
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
連
携
を
図
り
若
年
層
の

就
業
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（

ゆ
い

ワ
ー
ク）

及
び
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
勤

労
者
の
福
祉
の
向
上
並
び
に

高
齢
者
の
雇
用
を
促
進
し
ま

す
。

（

４）

子
育
て
支
援
、

健
康
及
び
福
祉
の
推
進

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
栄

口
保
育
所
及
び
上
勢
保
育
所

の
統
合
整
備
を
推
進
し
、
地

域
に
お
け
る
保
育
の
核
と
し

て
の
役
割
を
担
う
保
育
所
と

し
ま
す
。
ま
た
、
新
設
す
る

保
育
所
に
は
課
題
と
な
っ

て

い
る
発
達
支
援
を
目
的
と
し

た
施
設
を
併
設
し
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
策
の
一
環

と
し
て
、
栄
口
保
育
所
跡
地

へ
の
認
可
保
育
所
設
置
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
延
長
保

育
や
一
時
保
育
事
業
の
充
実

及
び
休
日
保
育
事
業
の
実
施

（
１）
平
和
行
政
と

基
地
問
題
の
解
決

平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、

憲
法
講
演
会
や
平
和
推
進
旬

間
に
お
け
る
平
和
祈
念
祭
を

開
催
し
、
平
和
の
尊
さ
を
広

め
、
平
和
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
中
・
高
校
生
に
対
す

る
平
和
教
育
の
一
環
と
し
て

の「

広
島
・
長
崎
平
和
学
習

派
遣
事
業」

や「

戦
時
体
験

者
講
話」

を
実
施
し
、
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
沖
縄
戦
並
び
に
広
島
・
長

崎
の
原
爆
被
害
の
実
相
を
次

世
代
に
正
し
く
継
承
し
、
平

和
の
尊
さ
の
普
及
に
努
め
ま

す
。基

地
問
題
に
つ
い
て
は
、

基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・

事
故
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

嘉
手
納
基
地
に
お
い
て
は
、

度
重
な
る
外
来
機
の
飛
来
、

深
夜
早
朝
の
即
応
訓
練
や
戦

闘
機
の
離
着
陸
に
お
け
る
騒

音
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

三
市
町
連
絡
協
議
会（

三
連

協）

お
よ
び
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
行
動
を
展

開
し
ま
す
。

（

２）

軍
用
地
の
返
還
と

跡
地
利
用
の
推
進

平
成
１
５
年
に
返
還
さ
れ

た
キ
ャ

ン
プ
桑
江
北
側
地
区

に
つ
い
て
は
、
桑
江
伊
平
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

「

職
住
近
接
型」

の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
引
き
続
き
強
力
に

事
業
を
進
め
、
本
町
の
中
心

市
街
地
形
成
を
図
っ

て
い
き

ま
す
。

キ
ャ

ン
プ
桑
江
南
側
地
区

に
つ
い
て
は「

キ
ャ

ン
プ
桑

江
南
側
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画」
を
踏
ま
え
、
跡
地

利
用
の
実
現
化
支
援
の
策
定

に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
県

が
推
進
す
る
跡
地
利
用
方
針

と
整
合
を
図
り
つ
つ
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
周
辺
の
町
有
地
の
返
還
を

促
進
し
、
公
共
施
設
用
地
と

し
て
土
地
利
用
を
推
進
し
ま

す
。

（

３）

産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

立
地
す
る
観
光
関
連
施
設
と

の
連
携
を
は
じ
め
、
新
規
イ

ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
と
と
も

に
プ
ロ
野
球
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
キ
ャ

ン
プ
等
魅
力

あ
る
観
光
地
の
形
成
を
図
り

３
　
部
門
別

主
要
施
策
の
概
要
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ま

た

、

増

加

し

て

い

る

「

発
達
が
気
に
な
る
子」

を
早

期
に
発
見
し
、
特
に
乳
幼
児

期
に
発
達
の
支
援
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

強
化
し
ま
す
。

障
が
い
者（

児）

福
祉
施

策
と
し
て
、
北
谷
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
す
る
指
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

「

ニ
ラ
イ
の
里」

の
自
立
を
支

援
し
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
整
備
に
引
き
続
き
努
め

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の

病
院
・
施
設
か
ら
の
地
域
移

行
支
援
、
地
域
で
の
生
活
支

援
及
び
社
会
復
帰
支
援
を
推

進
す
る
た
め
障
が
い
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
第
３
次
障
が
い
者
計
画

（

平
成
２
４
年
度
～
平
成
２
８

年
度）

及
び
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
第
３
次
障
害

福
祉
計
画（

平
成
２
４
年
度

～
平
成
２
６
年
度）

策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、

そ
の
推
進
役
で
あ
る
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
基
盤
強
化
、

福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の

育
成
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
低
所

得
者
対
策
と
し
て
福
祉
資
金

貸
付
制
度
の
周
知
を
図
り
つ

つ
、
支
援
施
策
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

軸
に
し
て
地
域
及
び
関
係
機

関
と
協
働
し
な
が
ら
、「

健
康

長
寿」

の
実
現
を
総
括
的
に

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

２
３
年
５
月
開
所
予
定
の
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
を
支
援
し
、
地
域
密
着

型
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画（

平
成
２
４
年
度
～
平
成

２
６
年
度）

策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導

を
強
化
し
、
健
康
的
な
生
活

習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
健

康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
運
動
指
導
に
取

り
組
み
ま
す
。

人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
に
つ

い
て
は
、
脳
ド
ッ

ク
と
の
選

択
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

疾
病
の
発
症
及
び
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及

び
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
実
施
し
、
感

染
症
予
防
対
策
を
強
化
し
ま

す
。健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

「

健
康
ち
ゃ

た
ん
２
１」

を
推

進
し
、
健
康
づ
く
り
の
担
い

手
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
の
活
動
支
援
の
普
及
と
拡

大
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
、

医
療
費
の
適
用
の
適
正
化
、

ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普

及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
葬
祭
費
の
支
給

額
の
引
き
上
げ
と
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
へ
の
葬
祭

費
助
成
を
行
い
、
町
民
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

（

５）

住
み
良
い

住
環
境
の
整
備

①
　
都
市
基
盤
の
整
備

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・

解
消
と
円
滑
な
交
通
機
能
を

確
保
す
る
た
め
、
国
道
５
８

号
拡
幅
事
業
や
県
道
２
４
号

線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
桑
江
１

５
号
線
改
良
事
業
、
宮
城
２

号
線
改
良
事
業
及
び
町
道
の

適
正
維
持
管
理
に
よ
り
地
域

間
の
交
通
利
便
性
を
確
保
し

ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
整
備
済
み
公
園
の
利

便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

宇
地
原
公
園
及
び
北
玉
公
園

の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。
新
川
墓
地
公
園
に
つ

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育

環
境
充
実
の
た
め
の
支
援
を

拡
充
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
支
援
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支

援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
児
童
館
及

び
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
充
実
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
、
フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
な

ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

「

北
谷
町
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会」

（

通
称
　
子

ど
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ

ト）

に
よ
る
、
児
童
虐
待
や
非
行

等
要
保
護
児
童
に
対
す
る
切

れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援

体
制
及
び
養
育
困
難
家
庭
に

対
す
る「

養
育
支
援
家
庭
訪

問
事
業」

を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
未
然

防
止
を
図
り
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

就
学
前
の
通
院
費
及
び
中
学

校
卒
業
ま
で
の
入
院
費
を
無

料
化
す
る「

こ
ど
も
医
療
費

助
成」

を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
妊
産
婦

健
康
診
査
の
公
費
負
担
に
よ

り
、
妊
産
婦
の
健
康
管
理
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

い
て
は
、
公
共
工
事
等
に
伴

い
移
転
が
必
要
で
あ
る
墓
の

移
設
を
推
進
す
る
と
共
に
、

墓
地
区
画
の
一
部
は
、
一
般

公
募
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
景
観
形
成

に
関
す
る
方
針
や
行
為
の
制

限
に
関
す
る
事
項
な
ど
定
め

る
た
め
に
景
観
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

水
と
緑
の
基
本
設
計
に
基
づ

き
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
地
及

び
湧
き
水
の
自
然
環
境
の
保

全
及
び
活
用
に
努
め
ま
す
。

町
営
砂
辺
住
宅
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
町
営
砂
辺
住
宅

建
替
整
備
事
業
を
推
進
し
ま

す
。上

水
道
に
つ
い
て
は
、
年

次
的
に
配
水
施
設
の
整
備
拡

充
を
図
り
、
よ
り
効
率
的
な

事
業
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
安
定
し
た
水

を
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
ち
ょ

く
に
あ
わ
せ

て
配
水
管
の
新
設
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
吉
原
地

域
の
老
朽
化
し
た
配
水
管
を

更
新
し
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
桑

江
伊
平
土
地
区
画
整
理
地
内

の
汚
水
、
雨
水
排
水
の
整
備

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
下

水
道
長
寿
命
化
計
画
策
定
に

基
づ
き
老
朽
化
し
た
管
路
の
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て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
、
町
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
を
具
体

的
、
実
践
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
ニ
ラ
イ
消
防
と
連
携
し
、

防
災
計
画
に
沿
っ

た
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

災
害
時
の
対
策
と
し
て
は
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に「

自
助」

「

共
助」
「

公
助」

の
考
え
方

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
危

機
管
理
対
応
能
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
通
報
体

制
及
び
災
害
応
急
対
策
の
向

上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（

６）

教
育
・
文
化
等
の
推
進

①
　
教
育
施
設

学
校
教
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
浜
川
小
学
校
校
舎
改
築

事
業
や
北
谷
中
学
校
プ
ー
ル

ろ
過
装
置
改
修
及
び
冷
房
設

備
改
修
を
実
施
し
、
教
育
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
北
谷
中
学
校
の
防
音
機

能
改
善
の
調
査
・
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
　
学
校
教
育

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
あ

い
さ
つ
や
身
の
回
り
の
整
理

整
頓
を
は
じ
め
、
社
会
生
活

上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど

の
道
徳
性
が
生
活
の
中
で
身

に
付
く
よ
う
、
幼
児
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

基

本

的

な

生

活

習

慣

や

「

知
・
徳
・
体」

の
調
和
の
と

れ
た
人
格
の
形
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、

「

開
か
れ
た
学
校」

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

学
力
に
つ
い
て
は
、
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
指

導
方
法
の
改
善
、
家
庭
学
習

の
推
進
等
を
と
お
し
て
学
習

内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
り

ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童

生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
適

切
な
教
育
的
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
害
等
で

支
援
を
要
す
る
幼
児
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
安
全
面
・
学

習
面
及
び
学
習
活
動
上
の
支

援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
基
本
的
な

操
作
能
力
や
情
報
活
用
能
力

の
向
上
及
び
情
報
モ
ラ
ル
の

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
支
援
体
制
の
充

実
及
び
校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、

全
幼
小
中
に
英
語
指
導
助
手

（

Ａ
Ｅ
Ｔ）

を
配
置
し
、
部
分

的
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
英

国
派
遣
交
流
事
業
を
推
進
し
、

国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

体
育
に
つ
い
て
は
、
強
化
体

育
の
授
業
を
中
心
に
、
学
校
の

教
育
活
動
全
体
を
と
お
し
て
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
の
保
持
増
進
及
び
体
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

安
全
面
等
に
つ
い
て
は
、
安

全
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
地
域

協
力
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
や
気
に
な

る
児
童
生
徒
等
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
対

応
を
図
り
ま
す
。

③
　
社
会
教
育

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

習
情
報
や
学
習
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
講
座
や
研
修
等
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に

お
け
る
基
本
的
生
活
習
慣
の
定

着
及
び
家
庭
教
育
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
中
心
に
青
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
関
係
団
体
等
と
連
携

を
図
り
、
青
少
年
の
団
体
活
動
、

地
域
活
動
、
社
会
体
験
活
動
へ

の
参
加
等
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
の
放
課
後
こ
ど
も

教
室
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

改
築
・
更
新
事
業
を
推
進
し
ま

す
。河

川
や
海
岸
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
白
比
川
の

河
川
改
修
事
業
や
宮
城
海
岸
高

潮
対
策
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

②
　
環
境
共
生
型
社
会
の
推
進

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
に
お
い

て
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
が
稼

動
し
た
こ
と
を
機
に
町
に
お
い

て
も
ク
リ
ー
ン
指
導
員
に
よ
る

ご
み
適
正
排
出
の
指
導
、
不
法

投
棄
防
止
活
動
、
環
境
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
強
化
し
、
ご
み
の

減
量
、
再
利
用
、
再
生
利
用
を

促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
系
ご
み
に
お
け

る
分
別
制
度
の
導
入
や
草
木

(

く
さ
き)

類
資
源
化
処
理
等
の

推
進
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

を
図
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成

を
推
進
し
ま
す
。

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
防

止
策
に
つ
い
て
は
、
町
の
事
務

及
び
事
業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
引
き
続
き「

家
庭
で

で
き
る
１
０
の
取
り
組
み」

の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

墓
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
点

在
す
る
墳
墓
の
集
約
化
を
図
る

た
め
、
住
民
と
の
合
意
形
成
に

努
め
な
が
ら
墓
地
区
域
の
選
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

③
　
防
犯

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
県
が
制
定
し
た「

ち
ゅ

ら
う
ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ

く

り

条

例」

を

主

軸

に

、

「

ち
ゅ

ら
ひ
と
づ
く
り
事
業」

「

ち
ゅ

ら
ゆ
い
づ
く
り
事
業」

「

ち
ゅ

ら
ま
ち
づ
く
り
事
業」

で
構
成
さ
れ
る「

ち
ゅ

ら
さ

ん
運
動」

を
推
進
し
ま
す
。

ち
ゅ

ら
さ
ん
運
動
で
は
、

防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
及
び

防
犯
活
動
の
推
進
並
び
に
青

色
回
転
灯
装
備
車
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
実
施

及
び
地
域
に
お
け
る
防
犯
組

織
設
立
・
活
動
等
支
援
並
び

に
防
犯
性
に
配
慮
し
た
道
路
、

公
園
等
の
整
備
を
推
進
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

④
　
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
幹
を
な
す
法
令

の
遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を

図
る
た
め
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
、
特
に
交
通
三
悪

の
中
で
も
依
然
後
を
絶
た
な

い
飲
酒
運
転
及
び
暴
走
行
為

等
の
追
放
を
図
り
ま
す
。

⑤
　
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
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ま
す
。

⑥
　
学
校
給
食

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対

策
並
び
に
食
器
改
善
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
調
理
場
に
お
け

る
品
質
管
理
や
衛
生
管
理
の

徹
底
を
図
り
、
安
全
で
安
心

で
き
る
学
校
給
食
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

（

７）

行
財
政
改
革
の
推
進

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
人
員
配
置
、
定
員
管

理
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
文

書
管
理
体
制
の
構
築
等
、
時

代
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で

き
る
行
政
機
構
の
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を

図
る
た
め
、
財
政
健
全
化
中

期
計
画
を
推
進
し
、
一
層
の

行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

財
政
運
営
で
は
、
各
分
野
の

歳
出
経
費
の
抑
制
と
効
率
化

に
努
め
、
自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、

課
税
客
体
の
確
実
な
把
握
と

適
正
な
評
価
及
び
公
正
な
課

税
並
び
に
納
期
内
納
付
の
更

な
る
推
進
を
図
り
、
徴
収
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
原
則
公
開
の
基
本
方

針
の
も
と
、
積
極
的
な
情
報

公
開
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、

町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
民

が
容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
広

報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
活
用
を
図
り
、
引
き
続
き

情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

は

、

町

民

が

Ｉ

Ｃ

Ｔ

（
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

a
n
d

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

情
報
通
信
技

術）

の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

よ
う
、
住
民
本
位
の
視
点
と

費
用
対
効
果
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
効
率
的

な
行
政
運
営
に
資
す
る
た
め
、

電
子
自
治
体
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
経
常
経
費

削
減
及
び
事
務
の
効
率
化
等

を
図
る
た
め
、
各
地
方
自
治

体
で
共
同
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ

て
効
率
化
が
見
込

ま
れ
る
事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、
広
域
的
な
対
応
を
図
る

と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

以
上
、
平
成
２
３
年
度
に

お
け
る
主
要
施
策
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

関
連
し
た
事
業
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
お
い
て
は
、

図
書
館
資
料
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー

ト
事
業
を
推
進
し
、
町
民
の

読
書
に
対
す
る
啓
発
と
書
物

に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

④
　
文
化
行
政

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、

国
指
定
史
跡
伊
礼
原
遺
跡
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。
民
俗
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
本
町
に
昔
か

ら
伝
わ
る
民
俗
文
化
を
掘
り

起
こ
す
と
と
も
に
、
そ
の
継

承
・
活
用
に
よ
り
伝
統
芸
能

の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

伝
統
木
造
建
築
物「

う
ち
な

ぁ

家」

の
利
活
用
を
図
り
ま

す
。さ

ら
に
、
芸
術
文
化
の
振

興
の
た
め
、
す
ぐ
れ
た
音
楽

や
演
劇
を
鑑
賞
す
る
機
会
を

提
供
し
、
町
民
の
文
化
芸
術

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。

⑤
　
社
会
体
育

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、"

町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ"

を
基

本
と
し
た
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
さ

ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
屋
外
運
動
場
を
活
用
し

た
夜
間
開
放
事
業
を
推
進
し

４
　
お
わ
り
に

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２
３
年
度
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上

げ
ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
般
会
計

１
５，

４
５
５，

０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

３，

６
４
４，

４
９
４
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
９，

９
５
３
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
２，

６
１
８
千
円

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
１，

３
９
９
千
円

の
規
模
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２
２
年
度
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経

費
及
び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不

足
額
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
国
民
健
康
保
健

特
別
会
計
外
３
件
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
補
正
予
算
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件
と

し
て
、
御
審
議
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議
案
が

「

北
谷
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て」

外
２
件
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
と
平
成
２
３

年
度
に
お
け
る
主
要
施
策
の
概

要
並
び
に
議
案
の
説
明
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
２
３
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
２
３
年
３
月
２
日

北
谷
町
長
　
野
国
昌
春



民民間間開開発発予予定定地地等等のの

不不発発弾弾等等探探査査要要望望者者のの募募集集ににつついいてて

沖縄県においては、「広域探査発掘加速化事業」として、主に民間地の探査・発掘事業を実施し、不発弾等の

早期処理に向け取り組んでいるところであります。この広域探査発掘加速化事業における探査・発掘実施箇所

の選定の際に、民間開発が予定されている箇所、不発弾等が埋没していると情報がある箇所及び過去に周辺で

不発弾が発見されていて、安全確認のために探査を希望する箇所等の調査を行い、探査・発掘箇所の選定に反

映させ、より効果的な不発弾等の探査・発掘を実施していきたいと考えております。

つきましては、次のとおり不発弾等探査要望者を募集いたしますので、要望者は北谷町役場総務課行政係ま

でお問い合わせください。

【該当条件等】

１ 今回の調査は、平成２３年度で実施する探査・発掘箇所の選定のための２回目の調査であり、原則とて　

表１のスケジュールで探査・発掘が可能な箇所が対象となります。

２ 対象箇所については、以下の①、②の条件をクリアしているものが対象となります。ただし、以下の注

意書きに該当する場合は、探査が実施できないこともありますのでご了承ください。

①  探査予定面積が１００㎡を超えること。

② 地主及び小作人が不発弾等探査・発掘に同意していること。

注１ 民間地であり、上記①、②を満たしている場合は要望可能でありますが、不発弾等が埋没している可

能性の高い地域を優先に、緊急性、各地域のバランス、人口密度、公共施設等への隣接等を考慮し、予算

の範囲内で探査・発掘事業を実施するため、要望したが探査を実施することができないこともあります。

注２ 要望された箇所を探査した結果、将来公共工事等が予定されている箇所、急傾斜地等の探査難渋箇所、

及び付近に構造物（住居等）が存在し、探査を実施する際に影響がある箇所等については、探査が実施で

きないこともあります。

注３ 探査実施後は、掘削等の影響により、数年は地盤が安定しないものと推定されます。

よって、探査直後に個人住宅建築等を予定している場合は、地盤が安定しないため、沈下する恐れがあ  

りますので、住宅着工の数年前に探査を実施することを奨励しております。（近々に住宅着工がある場合

の探査についてはお断りする場合もあります。）

注４ 平成２３年度内で探査・発掘箇所に選定された場合は、土地の調査終了後に探査を実施します。探査

費用については、県の事業として実施されるため、個人負担は一切ありません。

３ 募集期間：平成２３年４月２２日（金）午後５時まで

４ お問い合わせ：北谷町役場　総務課　行政係　TEL098-936-1234（内線129）

探査要望箇所調査（市町村）

(第３回探査要望箇所調査)

要望箇所選定(国、県、協議会）

（第３回要望箇所選定）

補助金交付申請（測量試験）

(第３回補助金申請(追試))

測量土質調査

(第３回測量土質調査)

補助金交付申請（探査）

(第3回補助金申請(探査))

探査・発掘

(第３回探査･発掘)

（表１）
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土地の固定資産税は、

◆平成２３年度の土地の固定資産税について

税額＝「課税標準額」×１.４％(税率) の式で求められます。

◎平成18年度より上記の式の「課税標準額」の算定方法が下記のように改正されました。この算定方法は、平成

23年度も継続して適用されます。そのため、平成23年度においても税の上昇が見込まれますのでご理解をお願

いします。

「課税標準額」＝「前年度課税標準額」+「当該年度評価額×５％」

※住宅用地の場合、「課税標準額」を１/６,１/３に軽減する特例が適用されています。

【改正の理由】

右図は、土地の「評価額」と「課税標準額」の推移を

示した図です。それまで「課税標準額」とほぼ同額であ

った「評価額」が平成６年度に急増してその差が大きく

開いています。これは、その年度に全国一律の評価基準

による課税の公平と、相続税評価との均衡を図るため土

地の評価に「鑑定評価制度」が導入されたことによるも

のです。

本来、「評価額」＝「課税標準額」とならなければな

りません。そのため、「評価額」と「課税標準額」の開

きを早く是正する必要があることから、「課税標準額」

の上昇幅を高める算定方法への改正が行われました。 S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲
▲

■▲▲

■
■

■ ■

H18

■

▲

鑑定評価制度導入

▲

H21

■

▲＝課税標準額

■＝評価額

■
▲

H23

税務課関係

お問い合わせ：北谷町役場　税務課　℡　９３６－１２３４（内線１９３，１９４）

平素より本町税務行政につきましては、ご理解とご協

力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、４月は固定資産税の第１期の納期です。

固定資産税は、その年の１月１日（賦課期日）に土地、

家屋、償却資産（これらを総称して「固定資産」といい

ます。）を所有している人に、その固定資産の所在する市

町村が課税します。

固定資産税は、所得の有無にかかわらず、資産価値に

応じて毎年経常的に課税される物税であり、道路整備や

下水道整備などといった行政サービスの対価、行政サー

ビスの費用を支えている町の基幹税です。

固定資産税の納付は、町長から通知を受けた税額を、

４回に分けて行います。

納期限内に税金を納めないと、税額に合わせて延滞金

も納めていただくことになります。

●問合せ

北谷町役場℡９３６ー１２３４(内１９５　１９６)

第1期分 第2期分 第3期分 第4期分

固定資産税 ４月 ７月 １２月
翌年

２月

軽自動車税 ５月

町・県民税 ６月 ８月 １０月
翌年

１月

各税目の納期

北谷町役場1階レセプションホールにおいて野国昌春町長が

国税電子申告・納税システム「e-Tax」を用いて確定申告を行

いました。e-Taxは自宅やオフィス、税理士事務所からインタ

ーネットを利用して申告、申請・届出等を可能にし、多くの

利点があり非常に便利なシステムです。沖縄国税事務所では

e-Taxの積極的な活用を呼びかけています。

▲ e-Ｔaxを使用しての申告を行う野国昌春町長

◆固定資産税の納付について

納期

税目

※月末が休日にあたる場合は翌月の最初の平日が納期となります。　　

（固定資産税第３期を除く）
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北谷町立図書館は町内に住んでいる（住民登録をしている）方、町内に通勤・通学している方なら

どなたでも利用できます。利用申込書に必要事項を記入し、住所が確認できるもの（免許証・保険証など）を

添えてカウンターへお出し下さい。利用カードを作成します。（但し、在勤・在学の方は勤務証明・学生証が

必要になります。）又、すでに利用カードをお持ちの方は、４月以降の来館時に更新手続きが必要となりま

す。詳しくは職員にお尋ね下さい。※利用カードを忘れた方への資料の貸出はできませんので、図書館へ来館

するときは「利用カード」を忘れずにご持参下さい。

～はじめて図書館を利用する方へ～

今月のおはなし会
（場所:おはなしのへや）

☆４月９日(土)　午前11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

☆４月16日(土)　午前11時～

（図書館職員）

☆４月23日(土)　午前11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

登録者数 62 人

利用者数 2,748 人

貸出冊数 12,441 冊

２月の利用状況
(開館日数  23日)

◎｢どう防ぐ？くらしに潜む製品事故｣

◎｢毛塚千代さんの手作りのあるやさしい暮らし｣

◎｢おしゃれで使える！キッチン収納｣

ごご寄贈寄贈ありがとうございましたありがとうございました

一 般 向 け

★大きな字ですぐわかるはじめての

パソコン　       　  尾崎 裕子 著

★がっちりマンデー！！儲かる秘密

がっちりマンデー！制作委員会 編 

★子どもと楽しむ染め時間！

村田 浩子 著

★ちびくまくん、おにいちゃんになる

エマ・チチェスター・クラーク　作・絵

★みんなすてき！

レオ・ティマース　さく・え

★おならローリー   こぐれけいすけ　作

児 童 向 け

中 ・ 高 校 生 向 け
★１４歳のための物理学

佐治　晴夫　著

★ラストラン

角野　栄子　著

★できる！スポーツテクニック

①～⑩巻　　　　　　 ポプラ社

新刊案内

図書館だより
北谷町立図書館

TEL ９３６－３５４２

FAX ９３６－４５６７

郷 土 資 料

★ 父・山之口獏　      山之口 泉　著 

★ ああ、沖縄の結婚式！

玉城愛withにーびちオールスターズ　編

★僕らの歌は弁当屋で生まれた・ＹＥＬＬ 

オープンブックス編集部　編

視 聴 覚 資 料

【ＤＶＤ】

★アルプスの少女ハイジ

（１～１３巻）

★キリクと魔女

★ジャングル大帝

第５３回　こどもの読書週間
４月２３日（土）～５月１２日（木）

標語　「友だち１００冊つくるんだ」

４月２３日は「子ども読書の日」として法律によ

り定められています。これは、国民の間に広く子ど

もの読書についての関心と理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため

に設けられたものです。

おきなわ人形芝居「チョンダラー」

出演　かじまやぁ

歌あり、笑いあり、涙ありの楽しかった人形劇♪
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老人福祉センター

行事・教室ありんくりん

１(金)
健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

２(土)

３(日)

４(月)
大正琴教室10：00～ 民踊サークル10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～  ギターサークル19：00～

５(火)
健康体操教室9：30～  太極拳教室10：00～
カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

６(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

７(木)
書道教室10：00～  フラダンスサークル10：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

８(金)
健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

９(土)

10(日)

11(月)
ゲートボール審判講習会8：30～
民踊サークル10：00～  歌声教室10：00～
カラオケサークル13：00～

12(火)
健康体操教室9：30～  太極拳教室10：00～
カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

13(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

14(木)
グラウンドゴルフ講習会9：00～
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

15(金)
健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

16(土)

17(日)

18(月)
大正琴教室10：00～ 民踊サークル10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～  ギターサークル19：00～

19(火)
健康体操教室9：30～  太極拳教室10：00～
カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

20(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

21(木)

グラウンドゴルフ講習会9：00～
書道教室10：00～  フラダンスサークル10：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

22(金)
健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

23(土)

24(日)

25(月)
ゲートボール審判講習会8：30～
民踊サークル10：00～  歌声教室10：00～
カラオケサークル13：00～

26(火)
健康体操教室9：30～  太極拳教室10：00～
カラオケサークル13：00～  古典音楽教室14：00～

27(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

28(木)

グラウンドゴルフ講習会9：00～
書道教室10：00～  フラダンスサークル10：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

29(金) 昭和の日

30(土)

満60歳以上の高齢者がイキイキと楽しい時
間と交流がもてるように各種教室・サーク
ルなどを行っています。

●お問い合わせ　℡９３６-３５２１

４月

〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

大規模災害等を想定して、個人備蓄を行いましょう日
頃
か
ら
の

備
え
！

非　常　持　出　品　(例)

※男性１５キロ、女性１０キロを目安に非常持出品をチェックしましょう！

非　常　持　出　品　(例)
ライフライン(水道・ガス・電気など)が復旧するまでの生活品は、３日分

程度を目安に準備しておきましょう！！

飲　料　水 １人１日３リットルが目安です。

生活用水、消火用水 浴槽や洗濯機に貯水しておくと良いでしょう。

燃　　　料 卓上コンロ、ガスボンベ、固定燃料があると重宝します。

非　常　食

かんぱん、缶詰、米、レトルト食品(ごはん、おかず)など。
お年寄りや乳幼児用の食料品も準備しましょう(粉ミルク、
お粥など)。
※割り箸、紙コップ、缶切り、栓抜き、ロウソク、懐中電
灯、予備の電池、ラジオ、ナイフなどの用品もチェック。

そ　の　他
現金及び毛布、洗面用具等は必需品です。
また、やかん、バケツなども用意すると便利です。

北谷町の災害避難所

１ 広域避難所 (津波の際には⑤、⑥を除く。)
①北谷小学校　②北谷第二小学校　③北玉小学校　④北谷中学校　
⑤桑江中学校　⑥北谷公園　⑦桑江総合運動公園　⑧北谷高等学校

２ 大規模災害時避難所　（津波の際には⑥、⑩を除く。）

①北谷小学校 ②北谷第二小学校 ③北玉小学校 ⑤北谷中学校 ⑥桑江中学校 ⑦北谷高等学校

⑧ちゃたんニライセンター　⑨雇用・能力開発機構沖縄センター　⑩北谷公園屋内運動場

３ 災害弱者優先避難所　（津波の際には⑥、⑩は除く。）
①北谷町老人福祉センター　②保健相談センター　③北谷幼稚園　
④北谷第二幼稚園　⑤北玉幼稚園　⑥浜川幼稚園　⑦町立謝苅保育所　
⑧町立栄口保育所　⑨町立上勢保育所　⑩町立美浜保育所

４ 小規模災害時避難所　(津波の際には⑧、⑨、⑪、⑬は除く。)
①上勢区公民館　②桃原区公民館　③栄口区公民館　④桑江区公民館　
⑤謝苅区公民館　⑥北玉区公民館  ⑦宇地原区公民館　⑧北前区公民館　
⑨宮城区公民館　⑩砂辺区公民館　⑪美浜区公民館　⑫上勢桑江児童館 
⑬宮城児童館　　⑭北玉児童館

※上記避難所が記載された「北谷町防災マップ」は北谷町役場ホームページに掲載しております。

また、各自治会でも配布しておりますので最寄の自治会までお問い合わせください。

５ 一時避難所　(津波の際には⑦～⑮は除く。)
①上勢頭北公園　②上勢頭南公園　③桃原公園　④桃原東公園　⑤桃原西公園

⑥桑江公園　⑦砂辺第１公園  ⑧宮城公園　⑨港公園　⑩北前第１公園　
⑪北前第２公園　⑫北前第３公園　⑬安良波公園  ⑭砂辺屋外運動場　
⑮砂辺馬場公園

６ 災害時一時避難所として協定締結施設
①ザ・ビーチタワー沖縄　②ジャスコ北谷店　③サンエーハンビータウン

問合せ：北谷町役場　総務課　行政係　℡　936-1234（内線１２９）

※１、２において浜川小学校は、新築工事のため指定外。
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人権・行政
町民無料法律相談

今月は21日(木)です。

※相談は無料、秘密は守られます。

相談

毎月第３木曜日
10時～12時　13時～16時
北谷町役場1階レセプションホール

縦覧
土地及び家屋価格等

縦覧帳簿の縦覧について

縦覧期間：

４月１日（金）～５月２日（月）

午前８時30分～午後５時15分

※12時～13時及び土日、祝日を除く

縦覧場所：北谷町役場１階

税務課　資産税係

縦覧できる方

北谷町内に土地、家屋を所有する

納税者

必要な物

本人：印鑑と身分証明書

（免許証、保険証、納税通知書など）

代理人：委任状、代理人の印鑑と　　

身分証明書

●お問合せ

税務課　資産税係　電話936-1234

(内193)

募集 第９回
北谷町民ゴルフ大会

今年も町民が一堂に会し、親睦
と融和を深めていただく「第９回
北谷町民ゴルフ大会」を下記の通
り開催いたします。

開催日時：

平成23年4月19日(火)　正午
開催場所：
沖縄国際ゴルフクラブ
申込場所：
沖縄国際ゴルフクラブ
℡ ９６５－１１００
参 加 料：
食事券付・参加料・プレー費込み
キャディーなし： 8,500円
キャディーあり：10,700円

お問い合わせ
北谷町民ゴルフ大会実行委員会
℡ ９３６－２１００

体験 中学生職場体験学習

北谷町教育委員会および町内中

学校では、今年も「中学生職場体

験学習」を実施します。都市化や

少子化、地域の人間関係の希薄化

などで地域の教育力が低下してい

る今、中学生職場体験学習では、

家庭・学校・地域・企業が連携し、

地域の教育力を高める気運を図る

ことを目指しています。地域の子

どもは地域で育てるという視点を

持ち、是非多くの事業所及び企業

に参加して頂きたいと思います。

実施期間：

平成23年7月4日(月)～ 7月8日(金)

対 象 者：

町内中学2年生全員（382人)

協力していただける事業所の皆さ

ん、是非、ご連絡ください

【お問い合わせ】

北谷町教育委員会　学校教育課

TEL 098-982-7705

試験 国家公務員採用試験

のお知らせ

＜大学卒業等程度＞

○国家公務員採用Ⅰ種試験

受付期間　４月１日～４月８日
（インターネット・郵送又は持参）

○国家公務員採用Ⅱ種試験

受付期間　４月11日～４月20日
（インターネット・郵送又は持参）

＜高等学校卒業等程度＞

○国家公務員採用Ⅲ種試験

受付期間　６月21日～６月28日
（郵送又は持参）

※受験資格等については、下記に

お問い合わせください。

●問合せ先：人事院沖縄事務所

調査課　試験担当

℡(０９８)８３４－８４００

※「採用情報ナビ」ＨＰ

http://www.jinji.go.jp/saiyo/sa

iyo.htm

救急車の適性利用

についてのお知らせ
健康

昨年末から本島全域において、

救急病院のベットが満床となり、

患者の受け入れが困難になる病院

が多く発生しました。その原因は、

急激な冷え込みによる体調不良や

インフルエンザ感染などで病院を

受診する方が増加した事と、相変

わらず減らない「救急車の不適切

な利用」があげられます。

「念のために救急車で･･･」「救

急車は無料だから･･･」その考えが、

重症で苦しむ患者の救命を困難に

しています。

このままでは、緊急で処置が必

要な方が、「救急車を利用できない」

などの最悪な状況が生まれかねま

せん。

このような状況を生み出さない

ためにも、救急車を利用する前に、

今一度救急車の適性利用について

考えましょう。

実施日（平成23年） 受付時間

５月11日（水）

午後２時～３時
５月12日（木）

10月12日（水）

10月13日（木）

ポリオ予防接種　年４回

対象年齢 生後３ヶ月～７歳６ヶ月

になる２日前まで。

接種回数 ２回（無料）

１回目と２回目は41日以上あけて下さい。

実施日（平成23年） 受付時間

７月28日（木） 午後２時～３時

ＤＴ2期予防接種 年1回※

対象年齢 11歳～13歳になる2日前まで

接種回数 １回（無料）

※北谷町では小学校6年生のお子さまに通知

いたします。

【集団予防接種の日程表】

※ＤＴ２期予防接種はこの日程で受けられ

ない方は、指定の医療機関に電話予約をと

って受けましょう。

●お問合せ 北谷町保健相談センター

℡９３６－４３３６

●場所　北谷町保健相談センター

予防



お知らせ

19　　　広報　ちゃたん

●２月１日
幸地　眞勇　様　

故 幸地松枝様の香典返しとして
１００,０００円（町社協へ）

●２月６日
北谷町自治会長連絡協議会　
会長　平良 長春　様
３５,３００円（ニライの里へ）

●２月２３日
森山　朝信　様

５，０００円（町社協へ）
●２月２５日

崎浜　盛昌　様
故 崎浜盛俊様の香典返しとして
３０,０００円（町社協へ）

●２月２８日
北谷民謡みやび会　
代表　山田 茂子　様

５,０００円（町社協へ）

２
月
20
日
に
お
き
な

わ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

自
分
も
「
来
年
こ
そ

は
参
加
し
よ
う
」
と
毎

年
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
い
つ
も
参
加

に
踏
み
切
れ
ず
に
い

ま
す
。

だ
か
ら
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
を
走
れ
る
人

を
と
て
も
尊
敬
し
て

い
ま
す
。
　

自
分
の
同
僚
も
多
く

の
人
が
参
加
し
て
お

り
、
中
に
は
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時
間
を

切
る
強
者
も
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る
よ
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で
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。

自
分
も
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年
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そ
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緒
に
・
・
・

（
て
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る
）
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ご芳志ありがとうございました

＊＊＊＊＊＊ 寄寄 附附 ＊＊＊＊＊＊

救急出場状況救急出場状況
平成２３年２月

ニライ消防本部

北　谷 読　谷 嘉手納

火　　災 ０ ０ ０

自然災害 ０ ０ ０

水　　難 ０ １ １

交　　通 ２３ ７ ７

労　　災 ０ １ ０

運動競技 ０ ０ １

一般負傷 １５ １３ ６

加　　害 ０ １ ０

自損行為 ２ １ ０

急　　病 ６５ ５５ ５７

そ の 他 ２ １ ０

転　　院 ４ １１ ３

月 件 数 １１１ ９１ ７５

年 累 計 ２４５ ２１７ １８１

今月の北谷町での火災発生件数は１件です。

■救急・火災時は
TEL 119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721　FAX936-9076

たたんんゃゃ のの人人口口ちち
平成23年2月28日現在

人　口　27,650 人 （+54）

男　　13,352 人 （+38）

女　　14,298 人 （+16）

世帯数　10,533世帯（+17）

(　)内は前月との比較

募集
健康らく楽　ランチを作ろう

平成23年度健康教室

●日程 ５月２４日（火）

午前10：00～午後１：30

（受付午前９時３０分から）

●場所 保健相談センター
●対象者：北谷町民で６４歳以下の方　

２０名（応募者多数の場合は抽選）

●申し込み先：北谷町保健相談センター　Ｔｅｌ：９３６－４３３６

●申込期間：４/１（金）～５/１７（火）  担当　小林・岡田

目からウロコ！ちょっとした簡単・楽チンの工夫で、食事バランスが

ぐ～んとアップ♪調理実習をしながら、日頃のハテナにお答えします。

※詳細についてはお気軽に問い合わせ下さい。

北谷町では平和を考える取り組みの一環として、憲法講演会を開催
しています。この事業は、北谷町のみなさんに日本国憲法を身近なも
のとして感じてもらうことを目的として、わかりやすい憲法公演会に
なれるように努めています。

今年は、石原昌家氏を講師に招き『沖縄靖国合祀取消裁判が教える
憲法不在状況-２歳児を祭神にした「援護法」-』と題して、みなさん
と共に憲法について考えていきたいと思います。
また、平和を考えるイベントも開催します。当日は入場無料です。
皆様のご来場をお待ちしています。

●開催日時：平成23年４月26日(火)　開場18：30
●開催場所：ちゃたんニライセンター (カナイホール)
●当日のプログラム　
19：00～19：30　平和を考えるイベント
19：30～21：00　講演会

●お問い合わせ：　北谷町役場 町長室 ℡ 936-1234 (内171)

催し 憲法講演会

募集 平成２３年度技術講習「経理事務」受講生募集！！
日商簿記３級の資格を活かした職に就きたい女性を対象とした講習を

開催します。
●内容及び受講資格
・日商簿記３級の資格取得をめざす
・就業の意思のある女性で、習得した資格を活かした職に就きたい方
（現在仕事に就いている方、学生、新卒、妊婦の方を除く）

●講習期間
５月13日（金）～６月７日（火）月曜日から金曜日まで　９時～15時

●場所 ちゃたんニライセンター（セミナー室７）
●定員 ２０名　　　　　●経費 検定料・テキスト代
●受付 ４月21日（木）22日（金）９時～16時（11時30分～13時を除く）

労政・女性就業センター（沖縄相談所）コリンザ２階

●選考（筆記試験・面接）　４月２８日（木）ちゃたんニライセンター
●お問い合わせ 労政・女性就業センター（沖縄相談所）

TEL ９３４－６６０７

●　今回、都合により「北谷の遺跡」のコーナーは休載させていただきます。
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市町村インフォメーション(北谷町コーナー)　毎週土・日曜日　午前９時～９時２０分

ラジオ広報番組 「北谷町だより」
毎週月～金曜日　午後6時50分～7時

2
0
1
1
年

４
月

1
日

発
行

　
編

集
・

発
行

：
北

谷
町

役
場

総
務

部
企

画
財

政
課

　
沖

縄
県

中
頭

郡
北

谷
町

字
桑

江
2
2
6
　

T
E
L

9
3
6
-1

2
3
4
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

http://w
w

w
.cha

ta
n.jp/y

a
kub

a
/　

印
刷

：
（

有
）

金
城

印
刷

　
T

E
L

0
9
8
-9

9
5
-0

0
0
1

平
成
23
年

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
春
季
キ
ャ
ン
プ

in
北
谷
公
園
野
球
場

２
月
１
日(

火)
 

か
ら
27
日

(

日)
 

ま
で
、
北
谷
公
園
野
球

場
で
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
春
季

キ
ャ

ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
春
季
キ
ャ

ン
プ
は
、
平
成
７
年
か
ら
北
谷

公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
も
森
野
選
手
会
会
長

を
中
心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

キ
ャ

ン
プ
初
日
に
は
、
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
野

国
昌
春
町
長
か
ら
激
励
の
挨
拶

と
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
北
谷
協

力
会
か
ら
落
合
博
満
監
督
と
森

野
選
手
会
会
長
へ
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

２
月
11
日（

金）

に
は
町
内

の
小
学
生
チ
ー
ム
へ
の
野
球
教

室
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
雨
天
の
た
め
、
選
手
と
の

写
真
撮
影
、
及
び
サ
イ
ン
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
26
日（

土）

に

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
と
、
27
日（

日）

に
は
千

葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と
の
オ

ー
プ
ン
戦
が
行
わ
れ
、
多
数
の

観
客
の
中
で
キ
ャ

ン
プ
の
成
果

を
発
揮
し
て
お
り
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ン
戦
で
は
両
日
と
も
に
森

野
選
手
、
浅
尾
選
手
を
始
め
と

す
る
選
手
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ

ズ

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者

か
ら
は
歓
喜
の
声
が
上
が
っ

て

お
り
ま
し
た
。

▲みんなで「中日ドラゴンズめざせ日本一」の花文字を作りました。

▲26日中日ドラゴンズ対
東北楽天イーグルスでの花束贈呈

▲町の子ども達も選手に負けないくらい頑張りました。

▲北谷公園にて町の子供達と選手団との共同花植え

▲

那
覇
空
港
に
て
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
歓
迎

▲26日、始球式を行った町田連君　

▲

27
日
始
球
式
を
投
げ
た
棚
原
一
樹
君

▲オープン戦前のランニング

▲

27
日
　
先
発
の
小
笠
原
投
手

中日ドラゴンズ　オープン戦


